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新
刊
紹
介
下
條
康
麿
博
士
著
「
社
會
政
策
の
理
論
と
施
設
」
河
野
吉
男
昭
和
六
年
度
に
於
け
る
我
箪
界
に
於
て
は
、
社
食
政
策
の
方
面
に
於
て
三
つ
の
貴
重
な
る
収
穫
な
え
た
。
そ
の
一
つ
は
、
東
大
教
授
河
合
粂
治
郎
氏
著
「
祉
曾
政
策
原
理
」
（
日
本
評
論
社
嶺
行
、
桂
塘
箪
全
集
舛
八
巻
）
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
下
條
康
贈
博
士
著
「
政
令
攻
策
の
理
論
と
施
設
」
で
あ
る
。
繭
書
共
に
各
々
そ
の
特
色
あ
る
内
容
を
以
て
、
祉
合
政
策
革
の
開
拓
に
寄
興
せ
名
所
甚
大
で
あ
っ
た
が
、
し
か
も
．
そ
の
内
容
が
各
々
特
異
な
る
色
彩
を
探
り
つ
ゝ
、
そ
の
寄
興
せ
る
方
面
も
各
々
興
っ
て
居
り
な
が
ら
、
二
つ
共
に
、
そ
の
存
在
理
由
を
多
分
に
包
合
せ
る
所
に
、
多
大
な
る
意
義
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。
前
者
郎
河
合
教
授
の
著
書
に
於
て
は
、
そ
の
出
現
の
動
機
が
社
食
問
題
の
箪
徒
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
課
題
で
あ
る
理
想
主
義
を
採
る
が
、
唯
物
論
を
採
る
が
、
の
問
題
と
、
社
食
主
義
を
揺
る
か
、
祉
合
改
良
主
義
を
採
る
か
、
の
問
題
と
を
明
ら
か
に
せ
ん
が
男
に
暫
定
的
で
は
あ
り
な
が
ら
も
一
應
こ
れ
が
目
標
と
指
針
と
を
示
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
り
（
序
文
参
照
）
、
こ
の
意
味
に
於
て
多
年
に
亙
る
論
策
の
綜
合
的
結
晶
と
稀
す
る
も
不
可
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
も
、
こ
の
書
の
特
異
な
る
鮎
は
、
従
来
閑
却
せ
ら
れ
た
る
企
て
と
し
の
、
塾
と
し
て
の
社
合
政
策
の
樹
立
に
開
拓
の
歩
を
進
め
ら
れ
、
社
食
政
策
塾
の
箪
間
濃
系
樹
式
の
可
能
性
を
暗
示
せ
ら
れ
た
る
鮎
に
あ
る
。
こ
れ
、
礎
魂
の
社
食
政
策
箪
徒
の
な
す
べ
か
り
し
鮎
を
、
企
て
ら
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
ひ
す
る
所
で
あ
る
が
、
更
に
同
教
授
特
異
の
賠
系
的
立
場
に
基
く
、
就
合
間
輿
資
本
主
義
、
更
に
統
合
思
想
の
解
剖
、
批
判
等
々
は
こ
れ
迄
我
団
に
於
て
持
た
れ
し
社
食
政
策
の
取
り
扱
ひ
方
と
著
し
く
そ
の
悪
度
を
異
に
し
、
そ
の
猫
白
の
立
場
よ
り
こ
れ
を
把
握
さ
れ
し
鮎
に
、
そ
の
開
拓
の
功
績
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
著
書
に
つ
い
て
は
既
に
そ
の
内
容
の
紹
介
も
行
ほ
れ
て
居
り
（
経
済
単
論
集
新
巻
第
八
城
東
照
）
、
今
こ
ゝ
に
筆
者
の
敢
て
企
て
ん
と
す
る
所
で
は
な
い
。
こ
れ
に
射
し
て
下
僚
博
士
の
著
書
は
、
そ
の
題
名
に
よ
り
て
も
推
知
し
え
ら
る
ゝ
如
く
、
そ
の
論
述
は
理
論
と
施
設
と
の
両
方
面
に
於
て
．
堂
空
ハ
百
三
十
頁
商
業
と
経
諮
に
疋
る
も
の
で
あ
る
が
‘
そ
の
特
色
は
む
じ
ろ
各
論
に
於
け
る
枇
合
的
施
設
に
存
在
す
る
と
思
は
る
h
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
社
合
政
策
の
概
念
的
討
究
に
於
て
は
‘
約
百
五
十
頁
を
費
さ
れ
居
る
に
比
し
、
そ
の
各
論
た
る
枇
命
日
施
設
の
探
究
に
於
て
は
B
四
百
八
十
頁
を
宛
て
ら
る
h
を
見
て
も
、
著
者
の
努
力
の
目
標
が
那
港
に
存
在
す
る
か
を
知
る
に
足
る
と
共
に
、
そ
の
内
容
の
充
賓
と
控
富
さ
と
に
於
て
も
.
そ
の
特
色
と
意
義
と
を
寧
ろ
後
者
の
施
設
の
解
明
に
見
出
し
え
ら
る
h
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
コ
就
中
統
計
的
材
料
に
基
く
理
論
の
開
明
は
.
従
来
の
斯
界
の
何
れ
の
著
書
も
有
し
え
ざ
る
特
色
を
有
す
る
も
の
と
し
て
推
稽
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
一
言
に
し
て
議
せ
ば
こ
の
舎
の
出
版
の
意
義
は
前
者
に
あ
る
よ
り
も
全
く
後
者
の
質
詮
的
研
究
に
東
さ
る
ミ
も
の
と
見
る
を
辛
一
宮
と
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
先
づ
第
一
篇
に
於
て
「
主
と
し
て
枇
舎
の
諸
の
現
象
を
‘
歴
史
的
に
、
計
合
的
に
、
或
は
倫
理
墜
的
に
考
哀
し
、
績
い
て
現
存
枇
舎
の
諸
の
獄
態
を
、
祉
合
算
、
の
も
の
』
理
想
に
よ
り
て
批
判
し
、
我
等
の
生
息
す
る
祉
舎
を
し
て
よ
り
苔
き
朕
態
に
伸
展
せ
し
め
ん
が
潟
に
は
‘
如
何
な
る
方
法
を
採
る
べ
き
か
を
、
論
究
し
た
の
で
あ
る
。
」
(
序
文
)
か
く
し
て
先
づ
第
一
章
に
於
て
祉
合
思
想
の
史
的
探
究
を
円
以
二
一
六
て
始
め
ら
れ
.
第
二
章
は
枇
合
問
題
と
枇
命
日
思
想
.
第
三
辛
は
現
存
祉
命
日
秩
序
、
第
四
辛
近
代
産
業
主
義
、
第
五
章
産
業
組
織
の
検
討
‘
第
六
九
ヰ
祉
合
問
題
の
解
決
に
関
す
る
諸
主
義
概
論
、
第
七
章
枇
合
攻
策
の
概
念
、
第
八
章
結
論
、
を
以
て
、
前
篇
の
総
論
を
議
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
一
去
は
Y
、
総
論
に
於
て
は
著
者
の
枇
合
政
策
に
針
す
る
根
本
的
立
場
の
如
何
な
る
黙
に
あ
る
ゃ
な
問
明
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
‘
こ
の
意
味
に
於
て
五
日
人
の
一
路
の
跡
付
け
な
必
要
と
す
る
。
以
下
順
を
迫
ふ
て
、
批
評
的
に
こ
れ
在
紹
介
す
る
で
あ
ら
う
。
第
一
章
枇
合
思
想
の
史
的
探
求
に
於
て
は
、
先
づ
枇
合
思
想
め
意
義
を
以
て
「
枇
命
日
秩
序
の
諸
相
に
閲
す
る
本
質
的
思
想
を
云
ふ
」
の
で
あ
り
、
そ
の
探
求
は
「
過
去
、
現
在
及
び
未
来
を
貫
く
人
間
主
活
の
中
に
.
自
我
と
悶
脳
陣
と
の
有
機
的
資
在
関
係
を
怠
識
せ
ん
と
す
る
企
悶
」
-
い
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
か
』
る
企
悶
の
下
に
希
除
思
想
プ
レ
ト
l
、
ア
リ
ス
ト
l
ト
ル
に
始
ま
り
、
古
代
基
督
教
及
び
中
世
吐
合
思
想
に
及
び
.
ユ
ト
ピ
ア
思
想
、
個
人
主
義
社
合
同
川
想
、
反
個
人
主
義
枇
合
思
想
を
順
失
的
に
論
述
せ
ら
れ
る
。
第
二
辛
は
祉
合
問
題
と
枇
合
運
動
を
中
心
と
し
て
‘
枇
命
日
の
本
質
及
び
そ
の
結
合
服
態
よ
り
、
一
枇
合
問
題
の
後
生
を
論
じ
、
枇
合
問
題
は
畢
完
「
人
々
の
有
つ
枇
曾
坐
活
に
関
す
る
理
想
と
そ
の
不
一
致
か
ら
生
中
る
も
の
な
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
印
枇
曾
問
題
務
引
の
原
因
は
一
方
之
れ
を
吐
曾
理
想
を
建
設
せ
ん
と
す
る
個
々
人
が
懐
抱
す
る
倫
理
的
思
想
の
上
に
求
む
べ
き
で
あ
る
と
共
に
、
他
方
現
在
枇
曾
秩
序
及
び
祉
曾
坐
活
の
賢
朕
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。
」
ハ
同
書
=
-
四
頁
)
印
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
「
一
枇
曾
秩
序
が
其
の
究
党
の
目
的
に
一
致
せ
ざ
る
場
合
に
.
そ
こ
に
後
生
す
る
問
題
を
枇
曾
問
題
と
考
ふ
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
」
(
同
書
三
五
頁
)
し
か
も
枇
合
問
題
な
る
も
の
は
、
そ
の
封
象
を
持
働
問
題
の
み
に
置
く
狭
義
の
解
穂
は
現
今
に
於
て
は
蛍
を
矢
し
、
軍
に
無
産
階
級
ωみ
の
解
放
で
な
く
、
そ
の
他
の
階
級
を
も
解
放
せ
ん
と
す
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
へ
同
書
三
六
頁
)
中
産
階
級
問
題
乃
至
掠
人
問
題
等
炭
義
の
枇
合
問
題
の
解
決
を
も
促
進
せ
し
む
る
運
動
を
も
包
含
す
べ
き
で
あ
る
。
印
こ
れ
に
よ
り
て
見
れ
ば
著
者
の
枇
舎
問
題
に
針
す
る
観
察
は
、
一
八
七
二
年
溺
逸
に
於
て
成
立
せ
し
、
枇
曾
政
策
皐
舎
の
怠
味
せ
し
枇
合
問
題
印
般
労
働
問
題
の
み
に
限
局
せ
ら
れ
宇
‘
最
近
の
傾
向
に
よ
る
炭
義
の
立
場
に
立
た
る
』
も
の
と
見
る
を
主
常
と
す
る
で
あ
ら
う
。
印
琵
来
の
所
謂
枇
舎
玖
策
事
汲
の
立
拐
を
逸
脱
せ
ら
る
h
傾
向
を
宥
取
し
う
る
の
で
あ
る
。
a
，・J晴
川
J
S
S
、ー
事
羽
ド
指
先
社
合
政
策
の
政
論
L
」
施
設
突
に
現
存
枇
舎
秩
序
に
至
り
で
は
持
働
組
合
、
消
費
組
合
、
持
働
黛
ιそ
の
論
漣
を
集
中
せ
ら
れ
、
第
四
章
、
近
代
産
業
主
義
に
於
て
.
近
代
産
業
主
義
の
概
観
よ
り
‘
産
業
図
有
問
題
に
及
ば
れ
「
放
任
の
時
代
は
過
ぎ
た
。
而
し
て
統
制
と
所
有
と
が
産
業
を
管
理
す
る
時
代
に
向
ふ
べ
き
で
あ
る
O
L
(
同
書
七
五
頁
)
事
を
高
唱
し
、
所
詞
園
家
枇
命
日
主
義
の
主
張
在
悶
明
せ
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
印
「
非
常
に
望
ま
し
昔
事
は
、
現
在
の
図
家
の
完
全
な
る
頴
覆
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
の
で
は
な
く
し
て
‘
現
存
の
歴
史
的
閥
家
の
諸
の
素
因
及
び
財
貨
私
有
の
制
度
密
保
持
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
等
の
上
に
、
よ
り
・
炭
き
機
能
と
祉
合
的
理
想
と
の
聯
勢
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
根
本
目
的
は
園
家
在
一
週
C
て
一
切
の
事
を
匁
す
に
あ
る
。
印
現
在
の
枇
舎
組
織
を
維
持
し
な
が
ら
.
生
産
の
大
な
る
要
因
を
園
家
の
子
に
復
蹄
せ
し
め
ん
と
す
る
。
か
く
て
議
山
、
森
林
、
会
盆
及
び
交
通
機
関
等
は
私
有
で
は
な
く
て
、
公
有
と
す
べ
き
で
あ
る
Q
」
(
同
書
七
二
頁
)
著
者
の
か
L
る
見
解
は
我
図
の
重
要
産
業
に
針
す
る
態
度
に
於
て
顕
著
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
‘
各
論
第
二
字
、
企
業
の
制
限
(
同
書
一
二
五
頁
i
二
六
二
頁
)
は
そ
の
見
解
の
具
鰹
的
提
案
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
次
に
述
べ
ら
れ
た
る
産
業
組
織
の
検
討
は
、
英
.
仰
、
獄
、
二
一
七
商
業
と
粍
問
伊
、
北
米
合
衆
闘
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、
著
者
は
英
士
口
利
に
於
け
る
産
業
組
織
を
以
て
そ
の
最
も
規
準
的
の
も
の
と
せ
ら
れ
て
居
る
黙
よ
り
見
る
と
、
そ
の
論
蓮
せ
ら
る
h
産
業
組
織
に
於
け
る
重
要
産
業
の
公
有
が
‘
凡
そ
如
何
な
る
目
慌
に
あ
る
か
も
察
知
し
え
ら
る
』
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
「
英
吉
利
の
一
般
産
業
組
織
は
.
教
育
さ
れ
た
る
持
'
働
者
の
閤
健
と
、
資
本
家
、
企
業
家
側
ω啓
愛
さ
れ
た
指
導
精
神
と
を
要
求
し
つ
与
、
よ
り
新
し
い
事
情
に
遁
膝
す
べ
き
諸
の
計
査
の
萌
芽
を
有
し
て
居
る
と
云
ふ
も
決
し
て
過
一
吉
で
は
な
い
の
で
あ
る
J
」
(
同
キ
十
一
日
八
二
頁
)
次
に
著
者
の
枇
合
問
題
に
関
す
る
諸
主
義
は
現
代
に
於
け
る
枇
舎
思
想
の
全
般
に
鮪
れ
て
、
こ
れ
を
批
判
の
封
象
と
な
し
.
最
後
に
第
七
辛
‘
第
八
辛
に
於
て
、
著
者
の
根
本
的
立
場
と
稀
す
べ
き
枇
曾
政
策
に
関
す
る
探
究
を
果
さ
れ
て
ゐ
る
。
著
者
は
枇
合
政
策
接
合
成
立
以
来
の
諸
島
一
・
者
の
準
設
を
紹
介
し
つ
=
、
「
之
れ
を
要
す
る
に
枇
合
政
策
は
.
一
方
に
於
て
個
人
主
義
の
極
端
な
る
自
由
放
任
に
反
封
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
現
存
枇
曾
秩
序
並
に
経
漕
組
織
の
原
則
た
る
財
貨
の
私
有
と
自
由
競
宇
と
を
根
抵
か
ら
破
壊
せ
ん
と
す
る
枇
曾
主
義
的
忠
想
に
反
封
し
.
現
存
枇
曾
秩
序
を
是
認
し
つ
』
此
の
中
に
必
然
的
二
一
入
に
ふ
仔
在
す
る
諸
積
の
弊
害
を
非
、
の
攻
策
的
施
設
に
よ
っ
て
制
限
し
、
或
は
除
去
し
‘
以
て
個
人
ω完
成
と
枇
舎
の
震
建
と
を
遂
行
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
(
問
書
二
二
一
頁
l
一
三
二
頁
)
印
「
枇
合
政
策
は
財
貨
の
私
有
と
自
由
競
争
と
の
二
大
原
則
印
現
存
枇
合
秩
序
並
-L
経
焼
組
織
を
肯
定
し
つ
h
‘
一
方
此
の
枇
合
制
度
に
よ
り
不
蛍
に
他
人
の
利
往
在
侵
害
せ
ん
と
す
る
者
を
制
限
す
る
と
共
に
、
他
方
か
h
る
侵
害
を
被
り
た
る
も
の
を
保
護
し
・
・
:
・
:
:
以
て
枇
合
の
ふ
十
躍
的
護
法
を
促
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
:
:
:
」
(
同
書
一
三
七
頁
)
言
ひ
換
ふ
れ
九
ば
斗
有
産
階
級
と
無
産
階
級
と
が
、
躍
な
る
闘
争
的
野
立
関
係
に
立
つ
事
な
く
雨
者
は
物
質
的
生
活
に
於
て
も
‘
文
化
的
生
活
に
於
て
も
常
に
階
級
意
識
を
撤
去
し
て
.
生
活
の
公
平
を
遡
笠
し
、
雨
者
舜
し
く
人
格
の
護
展
完
成
を
刻
す
る
も
の
で
あ
り
(
同
書
二
二
七
頁
¥
所
詮
、
枇
合
組
織
ω好
意
的
調
和
と
枇
合
現
象
の
協
働
的
整
賓
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
O
L
(
同
書
一
三
八
頁
)
以
上
の
長
き
引
肘
は
、
著
者
の
枇
合
攻
策
に
関
す
る
考
察
の
那
蓬
に
あ
る
か
を
知
る
符
に
、
こ
れ
を
敢
で
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
著
者
に
よ
る
枇
曾
政
策
の
目
的
は
一
に
全
く
近
代
に
於
け
る
布
産
‘
無
庭
雨
階
級
の
階
級
的
札
機
と
抗
争
と
を
.
人
間
の
現
貫
生
活
に
於
け
る
善
の
寅
現
の
傍
に
(
同
書
一
六
O
頁
)
好
意
と
協
働
と
の
精
神
と
を
は
て
(
同
書
一
三
七
頁
)
よ
り
高
き
人
絡
的
立
場
に
止
場
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
の
卦
象
が
.
有
産
、
無
産
一
雨
階
級
の
闘
争
的
野
立
関
係
よ
り
穫
す
る
枇
合
問
題
解
決
の
み
に
向
け
ら
る
ミ
事
は
.
既
に
前
述
せ
る
如
く
、
同
書
第
二
字
祉
合
問
題
と
枇
命
日
運
動
に
於
て
述
べ
ら
れ
た
る
枇
曾
問
題
に
閲
す
る
著
者
め
成
義
の
見
解
を
裏
切
る
事
と
な
っ
て
来
ざ
る
を
え
な
い
。
何
と
な
れ
ば
同
書
第
二
十
辛
枇
合
問
題
と
祉
合
運
動
(
三
五
頁
l
三
六
頁
)
に
於
て
は
著
者
は
、
祉
合
問
題
に
つ
い
て
は
.
十
九
世
紀
末
の
溺
逸
肘
合
攻
策
車
汲
の
採
れ
る
狭
義
の
解
耀
を
排
し
、
自
ら
成
義
の
適
用
を
至
笛
と
さ
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
歩
、
今
再
び
.
一
三
六
頁
に
至
っ
て
、
自
ら
排
斥
せ
ら
れ
た
る
狭
義
の
解
縛
を
主
張
せ
ら
る
h
は
理
解
じ
困
難
な
る
が
放
で
あ
る
。
況
や
、
同
者
三
六
頁
に
於
て
は
「
枇
合
運
動
を
持
働
者
運
動
印
無
産
階
級
の
解
放
運
動
の
み
な
ら
宇
.
中
産
階
級
乃
辛
一
婦
人
問
題
等
も
包
含
せ
し
む
べ
し
ー
一
と
主
張
し
つ
』
‘
九
八
頁
に
至
っ
て
、
「
近
世
枇
合
運
動
の
特
徴
は
、
之
れ
を
無
，
産
階
級
の
精
岬
的
、
物
質
的
解
放
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
す
が
如
き
‘
旦
叉
祉
合
政
策
は
一
方
自
由
放
任
を
排
し
.
他
方
枇
合
主
義
的
思
潮
に
反
針
し
.
現
存
一
耽
合
秩
序
を
是
認
し
つ
h
諸
程
の
弊
中
小
川
を
除
去
す
る
(
同
書
相
州
刊
紹
介
枇
合
政
策
の
期
比
論
と
施
設
一
コ
二
頁
)
と
せ
ら
る
へ
が
如
き
は
、
明
ら
か
に
一
八
七
二
年
の
濁
逸
杜
合
攻
策
墜
舎
の
採
れ
る
所
謂
枇
命
日
改
良
主
義
の
立
場
に
活
時
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
.
第
二
辛
壮
曾
問
題
と
一
枇
合
運
動
に
於
け
る
見
解
と
、
第
七
辛
枇
命
日
攻
策
の
怠
語
目
的
に
於
け
る
夫
れ
と
の
求
離
は
、
著
者
の
‘
立
場
の
那
溢
に
存
在
す
る
か
を
了
解
す
る
に
困
難
な
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
著
者
の
枇
合
政
策
に
関
す
る
見
解
に
於
て
は
.
疑
問
と
せ
ら
る
』
黙
は
突
の
三
つ
の
も
の
に
蹄
し
う
る
で
烏
ら
フ
。
郎
、
そ
の
一
は
著
者
の
枇
曾
攻
策
に
於
け
る
立
場
の
問
題
こ
れ
で
あ
り
.
第
二
は
.
そ
の
封
象
の
限
界
の
問
題
こ
れ
で
あ
り
、
第
三
は
、
著
者
の
一
枇
曾
攻
策
の
目
的
の
不
明
確
な
る
紡
こ
れ
で
あ
る
d
第
一
と
第
二
と
は
既
漣
せ
る
所
で
あ
る
が
第
二
一
の
目
的
の
問
題
に
於
て
も
‘
祉
合
攻
策
は
結
針
的
の
茎
口
に
よ
っ
て
整
持
せ
ら
れ
、
統
一
せ
ら
れ
(
問
書
一
二
四
頁
)
人
類
枇
舎
を
し
て
か
』
る
枇
合
理
想
に
到
達
せ
し
め
ん
が
鍔
の
も
の
で
あ
り
.
こ
λ
に
人
間
の
現
貫
生
活
上
の
善
の
賢
明
喝
を
期
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
(
同
常
一
二
六
O
頁
)
、
何
が
善
な
り
や
に
つ
い
て
は
著
者
の
見
解
は
一
向
明
確
で
は
な
い
。
著
者
は
或
は
、
「
物
心
二
世
界
の
恩
浮
に
浴
す
る
の
敵
び
を
悟
ら
し
め
‘
絶
え
ホ
ノ
人
間
的
合
理
的
協
働
関
係
を
生
中
る
永
遠
の
内
的
牛
一
成
の
建
積
に
二
一
九
商
業
主
経
済
ら
し
め
・
・
・
:
:
:
か
く
し
て
成
立
せ
る
「
意
志
せ
ら
れ
た
る
関
係
」
が
枇
命
日
瑚
恕
に
一
辺
き
善
の
行
は
る
L
所
で
あ
る
と
せ
ら
る
h
も
(
同
書
一
三
七
頁
)
こ
れ
で
は
善
の
内
容
そ
れ
自
惜
は
未
だ
鮮
明
で
は
な
い
。
こ
れ
dq
換
言
す
れ
ば
著
者
の
云
ふ
祉
企
日
攻
策
め
目
的
た
る
「
祉
合
組
織
の
好
意
的
調
和
と
枇
合
現
象
の
協
働
的
整
斉
」
(
同
事
一
一
同
一
三
八
頁
)
と
は
何
な
り
や
。
こ
れ
人
間
の
現
貫
生
活
の
上
に
益
口
密
寅
現
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
(
問
書
二
ハ
C
頁)。
し
か
ら
ば
寅
現
せ
ん
と
す
る
善
と
は
何
か
。
著
者
は
『
)
れ
に
針
し
て
一
向
解
答
は
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
h
に
於
て
、
筆
者
は
只
序
文
に
於
け
る
著
者
の
言
葉
を
想
起
す
る
の
み
で
あ
る
。
「
若
し
我
等
が
吐
合
政
策
と
は
何
ぞ
や
と
聞
は
れ
る
な
ら
ば
恐
ら
く
は
何
人
も
之
れ
を
印
答
す
る
に
跨
路
す
る
で
あ
ら
う
。
:
:
:
:
之
れ
を
的
確
に
言
語
に
表
攻
す
る
こ
と
は
‘
よ
し
ゃ
不
可
能
で
な
い
に
し
て
も
.
相
砂
田
の
難
事
で
あ
る
に
相
建
な
い
。
唯
何
人
も
立
論
上
の
使
宜
上
仮
令
明
確
を
快
く
と
し
て
も
少
く
と
も
之
が
概
念
を
定
め
て
か
h
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
予
も
此
の
意
味
に
よ
り
本
研
究
に
叙
述
し
た
如
、
き
概
念
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
L.
穴
品
ぺ
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
立
場
の
混
節
、
不
統
一
が
許
容
さ
る
λ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
何
れ
に
せ
よ
以
上
の
諸
黙
に
於
て
難
貼
あ
る
に
も
拘
ら
宇
‘
著
者
は
か
』
る
概
念
二
二
O
把
掃
の
下
に
.
一
史
に
第
二
信
各
論
に
於
て
、
そ
の
綿
菩
在
傾
り
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
第
二
篇
の
賢
詮
的
探
究
こ
そ
は
、
著
者
本
来
の
面
白
の
存
す
る
所
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
異
撃
と
猫
創
と
は
、
前
篇
の
難
貼
を
補
っ
て
偽
り
あ
る
も
の
と
伝
中
る
の
で
あ
ザ
Q
J第
二
篇
は
、
仮
に
こ
れ
を
三
つ
め
領
域
に
分
つ
在
う
る
で
あ
ら
う
。
印
第
一
牢
財
貨
私
有
の
制
限
、
第
二
章
企
業
の
制
限
.
第
三
章
生
活
必
一
市
品
供
給
の
総
保
，
第
四
半
分
配
の
制
限
等
々
は
こ
れ
を
一
括
し
て
、
著
者
の
一
枇
合
生
活
に
於
け
る
統
制
的
主
張
の
貫
徹
せ
る
も
の
で
あ
り
、
且
叉
そ
の
具
般
的
提
案
と
も
見
る
を
う
べ
く
、
第
五
辛
労
働
者
保
設
、
第
六
平
失
業
の
防
止
及
び
救
演
.
第
七
辛
弱
者
の
保
諜
‘
第
八
辛
小
作
問
題
.
第
九
辛
住
宅
問
題
等
々
は
、
所
謂
被
座
迫
階
級
叉
は
所
得
少
な
き
階
級
の
枇
合
的
保
護
又
は
救
済
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
.
日
以
後
の
第
十
字
人
口
問
題
は
、
他
よ
り
溺
立
し
て
‘
我
図
人
口
問
題
を
世
界
の
夫
れ
と
関
聯
せ
し
め
つ
¥
そ
の
大
局
的
考
察
、
を
著
者
溺
自
の
立
場
と
材
料
と
に
基
い
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。先
づ
第
一
辛
財
貨
私
有
の
制
限
に
於
て
は
、
生
産
果
賓
の
取
得
方
法
の
資
本
主
義
枇
舎
に
及
帰
す
影
響
を
考
察
せ
ら
れ
.
こ
れ
が
制
限
策
在
提
案
せ
ん
と
し
て
、
所
得
税
、
土
地
培
加
税
.
戦
時
利
得
税
、
相
績
税
の
改
正
+
を
伊
ぜ
}
そ
の
批
判
の
叫
針
制
象
と
す
る
u
著
者
は
も
と
よ
り
「
.
津
て
分
配
せ
ら
る
』
呆
賓
の
分
量
を
何
を
標
準
と
し
て
之
れ
を
定
む
べ
き
か
と
云
ふ
に
‘
之
れ
は
具
に
困
難
な
問
題
で
あ
っ
て
、
今
の
社
合
問
題
の
中
核
は
此
の
分
配
呆
賓
の
数
量
に
あ
る
」
(
同
市一一二八
O
頁
)
事
を
充
分
考
究
の
上
そ
の
針
策
を
詩
ぜ
ん
と
し
て
居
ら
る
』
の
で
h
る
。
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
第
三
種
所
得
税
笠
一
両
国
以
上
の
者
は
所
得
必
要
限
度
以
上
の
所
得
あ
る
者
と
し
て
相
蛍
の
課
税
を
な
す
べ
き
事
を
.
我
園
第
三
種
所
得
税
納
税
者
の
内
地
総
人
口
に
封
す
る
割
合
(
一
分
五
煙
)
及
び
宣
高
岡
守
越
ゆ
る
所
得
税
者
の
第
三
種
所
得
税
納
税
者
に
針
す
る
割
合
(
五
分
六
座
)
を
論
擦
と
し
て
『
)
れ
が
課
税
の
理
由
あ
り
と
せ
ら
る
h
(
問
書
一
八
一
頁
〉
。
他
の
三
つ
の
税
程
に
封
す
る
考
究
も
.
凡
て
枇
合
的
の
立
場
よ
り
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者
の
立
場
は
一
に
財
政
々
策
に
よ
り
て
行
は
る
』
枇
曾
政
策
の
現
代
枇
合
宅
活
に
奥
ふ
る
影
響
を
目
標
と
せ
ら
る
h
も
の
で
あ
ら
、
フ
。
し
か
も
そ
の
具
躍
的
の
提
案
は
、
弐
の
第
二
辛
企
業
の
制
限
、
第
三
辛
生
活
必
箭
品
の
確
保
、
第
四
字
分
配
の
制
限
に
於
け
る
諸
提
案
と
共
に
.
著
者
の
面
白
と
特
色
と
を
伺
折
刊
紹
介
枇
合
政
策
の
理
論
と
施
設
は
し
む
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
園
民
の
経
済
枇
合
生
活
に
針
す
る
、
こ
れ
ら
の
種
々
な
る
提
案
在
、
図
家
を
主
鰭
と
す
る
祉
曾
攻
策
を
有
殻
遁
切
に
賢
施
す
る
事
に
よ
っ
て
宜
現
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
針
象
が
悉
く
我
園
の
祉
命
日
現
象
に
あ
り
、
し
か
も
、
豊
富
な
る
材
料
に
よ
る
賓
詮
的
立
場
よ
り
そ
の
赴
く
べ
き
目
擦
を
示
唆
せ
る
姑
は
‘
多
大
な
る
注
目
を
梯
は
る
べ
き
債
値
あ
る
も
の
と
信
守
る
の
で
あ
る
。
第
二
章
、
企
業
の
制
限
は
、
現
代
資
本
主
義
に
於
け
る
大
規
模
な
る
企
業
形
態
と
し
て
の
濁
占
的
朕
態
を
.
社
合
的
立
場
よ
り
制
限
せ
ん
が
潟
の
種
々
な
る
論
擦
を
紹
介
せ
ら
れ
た
る
後
、
鏡
業
、
若
林
.
餓
道
、
海
運
、
郵
便
、
電
信
、
電
話
、
水
道
、
瓦
斯
、
電
燈
、
電
車
、
盟
、
砂
糖
、
等
々
の
図
有
を
提
案
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
以
上
の
内
銭
道
‘
郵
便
、
盟
、
等
々
は
既
に
我
闘
に
於
て
も
貰
施
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
更
に
、
こ
れ
を
鏡
山
等
の
、
そ
の
企
業
の
本
質
上
岡
有
た
る
べ
き
も
の
よ
り
、
砂
糖
等
の
日
常
坐
活
必
箭
品
に
至
る
も
の
』
図
有
を
主
健
と
せ
る
企
業
組
織
が
.
凶
民
生
活
に
と
り
至
大
の
使
盆
を
奥
ふ
る
所
以
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
著
者
の
見
解
は
更
に
進
ん
で
銀
行
の
図
有
‘
保
険
の
固
有
、
米
の
生
産
販
頁
の
園
有
に
迄
及
ぶ
の
で
あ
る
.
銀
行
は
元
来
「
枇
舎
一
般
、
公
衆
の
利
盆
一一一
一
商
業
と
経
済
を
主
眼
と
し
て
経
営
す
べ
き
事
業
で
あ
り
」
(
問
書
二
三
八
頁
)
「
近
年
銀
行
企
業
白
樫
の
安
闘
を
国
ら
ん
と
す
る
大
蔵
省
の
銀
行
整
理
案
と
、
引
結
く
財
界
不
況
に
よ
る
銀
行
営
業
の
悪
化
と
に
伶
ひ
‘
銀
行
集
中
化
の
傾
向
あ
り
し
に
L
一
史
に
「
昭
和
二
年
以
降
休
業
銀
行
の
総
出
せ
る
に
鑑
み
.
今
日
に
於
て
は
最
早
銀
行
は
之
れ
在
同
有
に
す
べ
き
機
運
に
立
至
っ
て
居
る
の
で
あ
る
o
」
(
同
書
二
四
O
頁
)
保
険
に
於
て
も
同
様
じ
J
t
其
の
溺
占
的
性
質
経
営
方
針
と
し
て
被
保
険
者
の
利
害
を
主
と
し
て
考
慮
す
る
見
地
か
ら
凶
有
た
ら
し
む
べ
き
で
あ
り
・
・
:
:
:
・
そ
の
図
有
は
純
異
な
る
意
味
に
於
て
枇
命
日
攻
策
的
施
設
で
あ
る
。
」
(
同
唯
一
日
二
四
四
頁
)
と
せ
ら
れ
る
。
更
に
米
の
生
産
販
頁
の
国
有
に
一
主
つ
て
は
、
そ
の
生
活
必
需
品
た
る
性
質
と
.
米
債
の
不
安
定
に
る
と
の
伐
に
、
そ
の
困
有
問
題
の
可
否
は
従
来
屡
々
論
ぜ
ら
れ
た
る
所
で
あ
る
が
、
著
者
は
、
米
の
数
量
の
同
家
的
管
理
、
米
債
の
合
理
的
安
定
、
祉
合
問
題
と
し
て
の
小
作
、
消
費
耐
方
面
の
難
問
題
の
脱
却
等
々
の
理
由
を
根
嫁
と
し
て
こ
れ
が
図
有
を
是
と
し
(
同
書
二
五
二
頁
)
、
生
産
、
販
貰
嗣
方
面
の
図
有
に
よ
り
、
本
邦
の
食
糧
問
題
の
解
決
を
一
不
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
果
し
て
可
能
な
り
や
否
や
は
.
著
者
の
論
述
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
且
叉
.
そ
の
手
続
含
、
或
は
財
源
の
問
題
等
も
出
て
一
一一一一
く
る
の
で
あ
る
が
‘
こ
れ
は
著
者
の
立
闘
が
‘
枇
合
攻
策
の
諸
施
設
の
一
定
の
理
論
的
根
撲
を
示
す
を
主
眼
と
せ
ら
る
h
の
で
あ
る
以
上
(
れ
舎
序
文
)
、
そ
の
意
同
の
範
国
外
の
も
の
と
し
て
他
日
を
期
す
る
よ
り
他
致
し
方
あ
る
ま
い
。
第
三
半
生
活
必
需
品
供
給
の
総
保
は
、
そ
.
の
供
給
上
の
不
安
吾
除
、
き
、
そ
の
依
絡
の
最
低
限
の
も
の
を
確
定
し
て
.
一
般
生
活
を
安
定
せ
し
め
ん
と
し
、
こ
れ
が
方
策
と
し
て
関
税
免
除
、
代
用
品
の
研
究
、
或
は
そ
の
配
給
方
法
の
改
警
策
と
し
て
の
公
営
卸
一
民
、
小
安
易
の
設
置
、
消
費
組
合
め
設
定
‘
最
高
低
絡
の
決
定
等
に
及
ば
れ
て
ゐ
る
。
最
後
に
第
四
辛
分
配
の
制
限
に
至
っ
て
現
在
の
重
要
問
題
と
し
て
の
分
配
問
題
を
論
究
さ
れ
る
。
「
事
業
牧
盆
の
分
配
を
困
る
た
め
に
は
、
図
家
は
一
面
に
於
て
従
来
分
配
の
薄
い
労
働
者
、
従
業
人
の
如
、
き
事
業
に
専
ら
治
る
者
に
封
し
て
生
活
上
の
保
設
を
確
買
に
す
る
と
共
に
、
他
面
に
於
て
従
来
受
く
る
所
厚
き
資
本
家
、
企
業
家
の
所
得
を
制
限
す
る
事
」
(
向
者
二
九
O
頁
)
を
中
小
限
と
し
で
、
そ
の
州
限
策
冶
捉
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
生
活
資
料
の
分
配
上
の
賃
銀
島
一
訟
を
紹
介
の
後
.
そ
の
図
家
的
統
制
に
及
び
.
生
活
資
料
決
定
の
標
準
.
そ
め
最
低
限
度
の
計
算
等
々
を
.
県
富
な
る
統
計
と
資
料
と
に
基
い
て
貰
遊
的
に
解
析
せ
ら
れ
る
。
我
々
は
、
か
h
る
官
設
的
の
研
究
に
基
い
て
.
吾
人
日
常
生
活
上
の
衣
.
食
、
住
決
定
の
際
に
於
け
る
相
関
々
係
守
明
瞭
に
‘
科
率
的
に
知
悉
す
る
使
一
盆
を
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
稲
す
べ
き
で
あ
る
。
第
五
卒
以
下
第
九
牢
迄
は
恵
ま
れ
ざ
る
階
級
に
於
け
る
穏
々
な
る
枇
曾
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
‘
第
五
章
弊
働
者
の
保
護
及
び
民
六
牟
失
業
の
防
止
及
び
救
湾
の
問
題
は
、
現
下
の
持
働
問
題
の
中
心
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
‘
蛍
面
の
重
要
問
題
を
中
心
と
し
て
そ
の
私
見
在
日
辿
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
も
と
よ
り
著
者
は
現
代
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
努
働
問
題
の
重
山
女
性
を
訟
む
る
に
容
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
労
働
組
合
法
制
定
は
我
図
の
今
日
の
航
態
に
於
て
は
、
宅
も
そ
の
必
要
な
き
も
の
と
観
察
せ
ら
る
h
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
.
「
組
合
法
の
制
定
は
、
弊
働
者
を
腕
っ
て
一
つ
の
集
国
を
作
ら
し
め
、
持
働
者
保
護
を
目
的
と
し
て
徒
ら
に
企
業
家
、
持
働
者
聞
の
不
利
を
激
成
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
般
労
働
者
保
護
の
宜
を
皐
け
う
る
方
法
が
他
に
あ
る
な
ら
ば
、
何
が
故
に
雨
者
に
損
害
を
蒙
ら
せ
て
迄
も
.
労
働
組
合
法
を
制
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ら
う
か
。
」
(
刷
書
三
八
二
頁
)
と
の
疑
問
の
下
に
、
労
働
組
合
法
に
代
る
べ
き
も
の
と
し
て
労
働
法
典
を
案
出
し
、
同
盟
罷
業
の
如
き
行
動
守
腔
し
て
.
企
業
家
.
労
働
者
の
関
係
は
こ
の
法
お
刊
紹
介
枇
合
政
策
の
迎
論
と
施
設
共
に
よ
り
て
規
律
せ
ら
れ
‘
雨
者
の
宇
ひ
は
法
律
上
の
宇
ひ
の
範
囲
に
出
で
ぎ
る
べ
き
守
勧
告
せ
ら
る
(
同
書
三
八
O
頁
)
。
し
か
し
て
著
者
の
か
ミ
る
提
案
の
論
嫁
は
「
現
代
め
産
業
先
進
凶
に
於
て
は
既
に
、
第
一
期
の
務
働
者
紹
針
服
従
時
代
、
第
二
期
の
抗
争
時
代
を
経
て
、
第
ご
一
期
の
協
調
時
代
に
達
し
て
居
ゐ
以
上
、
我
園
に
於
て
先
進
国
の
嘗
め
た
経
験
在
な
す
必
要
は
遣
も
な
く
、
直
ち
に
持
働
法
典
め
制
定
に
器
準
一
し
以
て
理
想
郷
の
出
現
を
期
す
べ
き
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
(
同
書
三
八
五
頁
)
。
こ
れ
以
後
に
於
て
弊
働
者
保
護
に
閲
す
る
種
々
な
る
施
設
を
批
判
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
疑
問
と
す
る
結
は
、
現
代
の
我
図
の
情
勢
が
果
し
て
弊
働
組
合
法
の
制
度
を
不
要
と
し
て
ゐ
る
か
斉
か
に
あ
る
。
現
在
の
客
観
的
朕
態
よ
り
見
れ
ば
、
合
法
的
な
る
弊
働
組
合
法
に
よ
る
承
認
と
.
そ
の
合
理
的
指
針
な
き
故
に
こ
そ
、
我
岡
持
働
運
動
は
、
混
観
を
極
め
‘
不
統
制
と
な
っ
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
著
者
が
州
労
働
組
合
法
に
代
る
.
別
種
の
努
働
法
典
を
提
案
せ
ら
る
L
も
.
持
働
逗
動
の
合
理
的
登
展
に
針
し
て
は
.
そ
の
規
準
と
な
す
べ
く
偽
り
に
不
充
分
の
も
の
と
稀
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
且
叉
そ
の
抗
争
を
法
律
の
範
囲
内
に
限
ら
ん
と
す
る
も
、
そ
の
法
枠
そ
の
も
ωが
、
持
働
組
合
の
合
法
的
存
在
を
承
認
せ
ざ
る
も
の
な
ら
ば
‘
こ
れ
勢
一一-
一一一
商
業
と
経
済
働
者
に
と
り
て
、
存
在
せ
ざ
る
に
等
し
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
著
者
の
見
解
は
.
以
上
に
て
は
末
、
た
・
宅
一
分
な
る
も
の
と
は
稀
せ
ら
れ
な
い
。
突
の
失
業
の
防
止
及
び
救
波
及
び
弱
者
の
救
済
に
至
つ
て
は
敢
て
特
色
と
す
べ
き
所
は
な
い
。
叉
小
作
問
題
は
.
農
業
努
働
者
の
立
場
を
知
何
に
し
て
保
護
す
べ
き
か
を
提
案
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
祉
合
問
題
と
稀
す
る
も
‘
寧
ろ
農
業
政
策
の
封
象
に
る
べ
き
も
の
に
し
て
‘
枇
合
政
策
の
封
象
と
し
て
論
漣
す
る
は
如
何
か
と
忠
推
せ
ら
る
L
の
で
あ
る
。
第
九
辛
の
住
宅
問
題
は
‘
従
来
の
我
図
の
吐
合
政
策
の
研
究
に
於
て
は
比
較
的
者
却
せ
ら
れ
て
ゐ
た
問
題
で
あ
る
丈
、
著
者
の
論
策
は
誠
に
有
意
義
な
り
と
云
は
ざ
る
を
え
な
い
。
現
代
に
於
け
る
住
居
費
の
総
生
計
費
中
に
占
む
る
地
位
は
、
注
目
す
べ
き
事
賓
と
し
て
者
過
し
え
ぎ
る
現
象
で
あ
る
J
が
、
著
者
は
こ
れ
を
生
計
上
よ
り
間
明
に
せ
ら
れ
、
そ
の
供
給
問
題
、
家
賃
制
限
問
題
‘
不
良
住
宅
改
良
問
題
等
を
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
第
十
辛
の
人
口
問
題
は
.
既
漣
せ
る
如
く
、
著
者
濁
自
め
立
場
よ
り
前
九
章
と
は
全
く
抑
制
立
に
そ
の
豊
富
な
る
統
計
的
材
料
を
駆
使
し
て
、
我
図
人
口
問
題
の
現
時
肌
及
び
そ
の
賂
来
の
展
望
を
果
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
枇
合
施
設
に
関
す
る
-一一一四
諸
論
策
の
中
で
も
白
眉
の
も
の
と
稽
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
人
口
問
題
を
躍
に
食
糧
問
題
の
関
係
の
み
よ
り
研
究
す
る
は
無
意
義
で
あ
り
む
し
ろ
生
活
全
般
の
関
係
よ
り
考
察
す
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
る
(
同
令
官
五
四
O
頁
)
。
し
か
ら
ば
、
生
活
全
般
の
関
係
よ
り
し
て
、
現
在
異
常
に
培
加
し
つ
』
あ
る
我
闘
の
人
口
は
、
そ
の
将
来
の
趨
勢
果
し
て
如
何
。
著
者
は
先
づ
、
我
闘
が
過
去
に
於
t
経
験
せ
る
と
同
一
の
事
情
が
勝
来
に
於
て
も
起
る
べ
き
前
提
の
下
に
、
過
去
の
人
口
の
内
よ
り
一
定
の
法
則
を
求
め
、
将
来
の
趨
勢
を
浅
知
せ
ん
と
す
る
方
法
を
批
判
の
狙
上
に
の
せ
ん
と
す
る
J
こ
れ
に
関
す
る
泡
去
に
於
け
る
稜
々
な
る
統
計
引
用
の
下
に
そ
の
溺
特
の
見
解
巻
展
開
せ
ら
れ
.
最
後
に
「
今
日
以
降
に
於
て
は
‘
我
図
が
過
去
に
於
て
経
験
し
に
と
同
一
の
事
情
の
下
に
は
人
口
増
加
は
起
・
り
得
ぎ
る
も
の
と
考
察
し
」
「
文
化
先
進
固
に
於
け
る
人
口
増
加
と
我
図
と
の
そ
れ
を
仔
細
に
貼
検
し
、
近
、
似
の
曲
線
、
を
求
め
‘
勝
来
を
考
察
す
る
に
、
文
化
先
進
凶
に
於
て
経
験
せ
る
所
が
我
園
に
於
て
も
起
り
得
る
可
能
性
あ
る
も
の
と
断
定
せ
ら
る
』
の
で
あ
る
。
ハ
同
書
五
五
六
頁
)
・
次
に
溺
逸
に
於
け
る
一
八
九
八
年
よ
り
一
九
二
五
年
に
至
る
人
口
自
然
増
加
率
の
各
年
平
均
減
少
率
を
算
出
し
、
こ
の
率
に
よ
っ
て
自
然
増
加
卒
、
が
零
と
な
る
数
字
そ
.
一
九
四
七
年
に
求
め
.
一
九
二
六
年
を
極
大
と
仮
定
し
た
る
我
同
人
口
の
自
然
増
加
卒
は
一
八
九
九
年
以
後
に
於
け
る
濁
逸
の
自
然
増
加
率
と
近
似
的
傾
向
を
辿
る
て
ふ
想
定
の
下
に
，
濁
逸
の
自
然
増
加
率
の
減
少
を
以
て
.
一
九
二
七
年
以
後
の
我
図
の
各
年
の
自
然
増
加
率
を
算
出
し
、
そ
の
推
計
人
口
を
算
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
我
闘
に
於
て
自
然
増
加
率
の
零
と
な
る
の
は
約
四
十
年
後
の
一
九
七
O
年
で
、
同
年
の
推
計
人
口
は
八
五
、
五
四
二
‘
一
0
0人
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
同
書
五
六
二
頁
)
何
故
に
か
h
る
減
少
の
傾
向
を
前
提
す
る
か
。
こ
は
一
に
祉
舎
に
於
け
る
街
生
設
備
の
普
及
に
よ
る
死
亡
率
の
減
少
、
資
本
主
義
の
護
法
に
件
ふ
所
得
減
少
に
よ
る
晩
婚
の
傾
向
、
人
口
の
都
市
集
中
に
基
く
出
生
卒
の
減
少
傾
向
、
或
は
避
妊
そ
の
他
に
よ
る
人
銭
的
制
限
策
等
々
に
し
て
、
我
図
の
統
計
も
銃
に
こ
れ
を
宜
詮
的
に
詮
明
し
つ
L
あ
る
の
で
あ
る
。
且
こ
れ
ら
の
黙
は
既
に
種
々
な
ら
論
者
に
よ
り
て
高
唱
せ
ら
れ
つ
L
あ
る
所
で
あ
り
、
敢
て
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
。
只
著
者
の
特
異
な
る
結
は
そ
の
県
出
な
る
統
計
に
よ
る
具
慌
的
推
断
で
あ
り
、
こ
の
貼
は
蛍
面
の
論
述
を
一
府
怠
説
深
き
も
の
に
せ
し
め
な
い
で
は
措
か
な
い
も
の
と
信
手
る
の
で
あ
る
。
新
刊
紹
介
世
合
政
策
の
理
論
と
施
設
以
上
の
論
断
の
や
同
然
の
結
果
は
「
今
後
凡
そ
三
十
年
後
に
我
園
人
口
が
九
千
高
に
達
す
る
や
う
な
事
は
な
く
、
人
口
増
加
卒
は
今
日
の
程
度
を
目
眠
、
高
と
し
て
次
第
に
減
少
し
、
前
記
の
推
計
方
法
に
よ
る
人
口
増
加
の
計
数
よ
り
も
活
か
に
少
な
き
数
字
を
示
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
(
同
書
五
五
九
頁
)
と
楽
観
的
の
観
測
に
な
る
の
で
あ
る
。
著
者
の
推
断
が
岡
本
し
て
安
蛍
の
も
の
な
り
や
、
否
や
‘
に
つ
い
て
は
或
は
幾
多
の
疑
問
も
出
づ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
そ
の
官
設
の
論
嫁
'
は
‘
そ
の
立
場
に
於
て
は
確
か
に
科
撃
的
、
合
理
的
に
し
て
、
敢
て
呉
を
な
さ
し
む
る
儀
地
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
内
容
の
充
貰
さ
か
ら
見
て
も
、
人
口
問
題
に
著
者
の
努
力
が
大
部
分
『
}
の
問
題
に
集
中
さ
れ
た
る
も
ωと
解
す
る
は
、
敢
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
以
上
を
以
て
大
鰭
こ
の
著
書
の
紹
介
を
終
っ
た
積
り
で
あ
る
が
、
玩
述
の
如
く
、
本
堂
日
の
出
現
は
、
一
枇
曾
政
策
施
設
、
そ
れ
も
我
闘
の
そ
れ
に
封
す
る
、
理
論
的
論
蓮
と
、
賢
詮
的
論
詮
と
の
須
の
み
に
て
も
充
分
に
、
そ
の
存
在
理
由
を
有
し
う
る
も
の
と
信
じ
て
差
支
へ
な
い
。
只
前
篇
の
枇
舎
攻
策
概
念
の
論
述
に
於
て
、
多
少
の
非
難
を
完
れ
ざ
る
も
の
と
す
る
も
‘
向
、
後
者
の
償
値
は
『
)
れ
を
償
ひ
て
依
り
あ
る
も
の
と
精
し
て
よ
い
で
あ
ニ
二
五
商
業
と
経
湾
ニ
占ハ
ら
う
。
殊
に
‘
確
貨
な
る
統
計
の
引
用
に
よ
る
論
嫁
の
推
断
は
従
来
の
何
れ
の
研
究
も
開
拓
せ
ざ
り
し
地
に
‘
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
こ
の
意
味
の
み
に
於
て
も
倫
こ
れ
を
昨
年
度
に
於
け
る
貴
重
な
る
牧
穫
の
中
に
加
ふ
る
は
敢
て
出
過
ぎ
た
行
鴛
で
は
あ
る
ま
い
。
最
後
に
筆
者
は
、
著
者
の
今
後
に
於
け
る
御
教
示
を
期
待
し
つ
h
こ
の
紹
介
を
終
る
に
静
岡
り
、
禿
筆
に
し
て
不
充
分
な
る
、
只
A
N
著
書
の
異
意
を
誤
解
し
.
こ
れ
を
誤
り
偉
ふ
る
の
過
誤
を
侵
さ
ん
こ
と
を
恐
る
h
の
み
で
あ
る
ο
文
中
の
非
鮮
、
非
程
.
切
に
著
者
の
宥
恕
を
乞
ひ
た
い
。
ハ
十
二
月
二
十
一
日
記
〉
